
 Windows マシンをネットワークに接続しただけで、コンピュータ名の一覧にそのマシン

が表示される。Windows コンピュータは、どうしてネットワークに接続しただけで、ネッ

トワークコンピュータ等で表示されるコンピュータの一覧にそのマシンが表示されるのか、

ふしぎに思いませんか？ 

その答えは、「ブラウジング」と呼ばれる機能が Windows には備わっているからです。 

ブラウジングにより作成された PC 名のリストをいつでも入手できるようになっているからです。 
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参考文献：日経 NETWORK 

【マスターブラウザの選定の詳細】 

 新規にネットワークに参加した（新たに起動した）コンピュータが、マスターブラウザの情報を取得するため「リク

エスト・アナウンスメント」を一斉送信する。このとき他に接続されたコンピュータがなければ、そのコンピュータが

マスターブラウザとなる。しかし、既にマスターブラウザが存在する場合、どちらがマスターブラウザに適している

か選定が行われる。 

 まず、リクエスト・アナウンスメントを受け取ったマスターブラウザは、「ローカルマスタ・アナウンスメント（マスタブ

ラウザの情報）」を送信する。新たに起動したコンピュータは、送信されてきたローカルマスタ・アナウンスメントを

調べ、マスターブラウザが自分より優先度が高いコンピュータかどうかを判断する。もし自分の方が優先度が高い

場合は「マスターブラウザ選定リクエスト（優先度の情報）」をすべてのコンピュータに対して一斉送信し、自らマス

ターブラウザに「昇格」する。マスターブラウザ選定リクエストを受け取ったすべてのコンピュータ（マスタブラウザ

を含む）は、その情報から自分よりも優先度が高いコンピュータがマスターブラウザ選定リクエストを送信したこと

を知る。その結果、今までマスターブラウザだったコンピュータも、自分が格下であることを知り、自らブラウズリス

トを破棄してポテンシャルブラウザに「降格」する。そして「降格」した証でもある「ホストアナウンスメント」を、新しい

マスターブラウザに送信する。この時点で、新たに起動したコンピュータ以外に、マスターブラウザ選定リクエスト

を送信したコンピュータが存在しないため、マスターブラウザの入れ替わりが確定する。 

 マスターブラウザの選定作業は、新たなマシンが起動した時以外にも、マスターブラウザがシャットダウンした場

合にも起こり、同様に優先度の高いコンピュータがマスターブラウザに選ばれ「昇格」する。 

Windows マシンで構成されたＬＡＮ 

マスターブラウザ バックアップブラウザ 

ポテンシャルブラウザ（マスターブラウザになれなかった、その他コンピュータ） 

ローカルネットワーク上の全コンピュータの

名前を「マスターブラウザ」が保持する。 

マスタブラウザと一定間隔(１２分)で

交信してブラウズリストのコピーを受

け取る。マスタブラウザの負荷を軽

減するためネットワーク上のコンピュ

ータ 32 台ごとに、マスタブラウザより

自動的に任命される 
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【マスターブラウザ選定】 

自己申告（自ら昇格、自ら降格）することに

より選定されるようになっている。 


